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専
攻
コ
ー
ス　
　

規
　
定
　
課
　
題

                                               

会
友
・
準
会
友=

月
例
課
題

八
段
〜
六
段=

昇
格
・
昇
段
課
題

（
）

2

〈
原
文
〉�（
信
）安
體
之
佳
所
。
誠
養
神
之
勝
地
。
漢
之
甘
泉
。�

不
能
尙
也
。
皇
帝
爰
在
弱
冠
。
經
營
（
四
方
）。

※ 

左
の
『
九
成
宮
醴
泉
銘
』
の
「
安
體
之
佳
所
」
か
ら

「
經
營
」
ま
で
を
ペ
ン
で
臨
書
し
な
さ
い
。

（
参
考
手
本
は
次
ペ
ー
ジ
）

〈
読
み
〉

（
信ま
こ
とに

）
体
を
安
ず
る
の
佳
所
、
誠

に
神し
ん

を
養
う
の
勝
地
た
り
。
漢
の

甘か
ん

泉せ
ん

も
、
尚く
わ

う
る
能あ
た

わ
ざ
る
な
り
。

皇
帝
爰こ
こ

に
弱
冠
に
在あ

り
て
、（
四
方

を
）
経
営
す
。

〈
出
典
〉　 

九
成
宮
醴
泉
銘

〈
大
意
〉

（
ま
こ
と
に
）
体
を
休
め
る
の
に
佳

い
所
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
心
を
養

う
の
に
勝す
ぐ

れ
た
地
で
あ
る
。
漢
の

甘か
ん

泉せ
ん

宮き
ゅ
う

で
さ
え
も
、
こ
の
点
で
は

か
な
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
大
宗
皇

帝
は
、
二
十
歳
に
し
て
尚
書
令
と

し
て
天
下
を
治
め
ら
れ
た
。



3

【
文
字
解
説
】

〈
解
説
〉

�　

九
成
宮
故
址
は
陝せ
ん

西せ
い

省
麟り
ん

遊ゆ
う

県
の
深
い
山
中
に
あ
り
、
原
碑

は
今
も
碑
室
に
覆
わ
れ
保
護
さ

れ
て
い
る
。

用
具　

�

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
（
ボ
ー
ル
ペ
ン
は
不
可
）、
イ
ン
ク
は
黒
色

用
紙　

�

ぺ
ん
の
力
用
紙
Ａ
型
（
Ｂ
型
も
可
）

※
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別
出
品
券
Ⓐ
の
２
枚
を
貼
っ
て
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

　

��

堀　

津　

節　

子　

臨　
　
　

　

（
つ
け
ペ
ン
）�　

1

2 3
4

1

4

5

6

3

2

1

2 3
5
6

4

1

2

3

5
42

4

5

1

3

1 2

3

4
5

6
7

8



専
攻
コ
ー
ス　
　

規
　
定
　
課
　
題
　
（
五
段
〜
初
段
＝
昇
段
課
題
）　
※
左
の
手
本
を
参
考
に
、
自
分
の
書
き
ぶ
り
で
書
き
な
さ
い
。

4

〈
読
み
〉

　

�

那な

須す

の
黒
ば
ね
と
云い

ふ

所
に
知し

る

人ひ
と

あ

れ
ば
、
是
よ
り
野の

越ご
え

に
か
ゝ
り
て
、

直す
ぐ

道み
ち

を
ゆ
か
ん
と
す
。
遙は

る
か

に
一
村

を
見
か
け
て
行ゆ

く

に
、
雨
降ふ

り

日
暮く

る

る
。

〈
作
者
〉
松
尾
芭
蕉

　
　
　
（
一
六
四
四
〜
一
六
九
四
）

〈
出
典
〉 『
奥
の
細
道
』

〈
大
意
〉

　

�

那
須
の
黒
羽
と
い
う
所
に
知
人
が

い
る
の
で
、
こ
れ
よ
り
本
街
道
へ

迂
回
せ
ず
に
、
那
須
野
越
え
に
か

か
っ
て
、
ま
っ
す
ぐ
な
近
道
を
行

く
こ
と
に
す
る
。
は
る
か
向
こ
う

に
見
え
る
一
村
を
め
あ
て
に
行
く

う
ち
に
、
雨
が
降
り
出
し
、
日
も

暮
れ
て
し
ま
っ
た
。

〈
解
説
〉

　

線
が
硬
く
な
ら
な
い
よ
う
、
力
を

い
れ
す
ぎ
な
い
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

　

加

藤

玲

子

書
（
つ
け
ペ
ン
）

※
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別
出
品
券
Ⓐ
の
２
枚
を

貼
っ
て
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

用
具　

�

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
は
不
可
）、
イ
ン
ク
は
黒
色

用
紙　

�

ぺ
ん
の
力
用
紙
Ａ
型
（
Ｂ
型
も
可
）

旧
字
体

常
用
体

筆
写
体

黑 黒

所

是

野

越

直

遥遙
行



専
攻
コ
ー
ス　
　

規
　
定
　
課
　
題
　

                                       

※
左
の
手
本
を
参
考
に
、
自
分
の
書
き
ぶ
り
で
書
き
な
さ
い
。

1
級=

昇
段
課
題

2
級
〜
5
級=

月
例
課
題

（
）

1級からご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。 昇段試験出品要項をご覧ください。

5

〈解　説〉

　
　
　

堀　

津　

節　

子　

書

�

（
つ
け
ペ
ン
）

※ 

バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別
出
品
券
Ⓐ
の
２
枚
を
貼
っ
て

出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

用
具　

�

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
（
ボ
ー
ル
ペ

ン
は
不
可
）、
イ
ン
ク
は
黒
色

用
紙　

�

ぺ
ん
の
力
用
紙
Ｇ
型

〈
読
み
〉��

道
あ
ら
ぬ
草
し
げ
り
山
の
急き
ふ

斜し
ゃ

面め
ん
て
り
さ
か
る

西に
し

日び

に
き
ら
め
け
る
か
も

〈
作
者
〉�

木
下
利
玄
（
一
八
八
六
〜
一
九
二
五
）

〈
大
意
〉��

道
も
な
く
草
が
生
茂
っ
た
山
の
急
斜
面
に
西
日

が
差
し
て
、
光
り
輝
い
て
い
る
こ
と
よ
。

〈
解
説
〉��

楷
書
に
近
い
行
書
で
書
い
て
あ
り
ま
す
が�

行
書
の
範
囲
は
広
い
の
で
、
も
う
少
し
く
ず

し
て
書
く
な
ど
不
自
然
に
な
ら
な
い
程
度
に

書
い
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

〈
い
ろ
い
ろ
な
書
き
ぶ
り
〉

〈
連
綿
の
注
意
点
〉

上
の
文
字
の
収
筆
か
ら
※
印
ま
で
一
文
字
の
よ
う
に
続
け
る

※※

※

※

※



専
攻
コ
ー
ス
　　

規
　
定
　
課
　
題
　
（
6
級
〜
10
級
＝
月
例
課
題
）     

※
左
の
手
本
を
参
考
に
、
自
分
の
書
き
ぶ
り
で
書
き
な
さ
い
。

6

　
　
　

福　

原　

溪　

春　

書

�

（
つ
け
ペ
ン
）

※ 

バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別
出
品
券
Ⓐ
の
２
枚
を
貼
っ
て

出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

用
具　

�

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
（
ボ
ー
ル
ペ

ン
は
不
可
）、
イ
ン
ク
は
黒
色

用
紙　

�

ぺ
ん
の
力
用
紙
Ｇ
型

〈解　説〉

4 6
5

〈
原
文
〉
鰲
身
映
天
黒　

魚
眼
射
波
紅

〈
読
み
〉�

鰲ご
う

身し
ん��

天て
ん

に
映え
い

じ
て
黒く
ろ

く��

魚ぎ
ょ

眼が
ん��

波な
み

を
射い

て
紅
く
れ
な
いな
り

〈
作
者
〉

王
維
（
六
九
九
〜
七
六
一
）

〈
大
意
〉




大お
お

海う
み

亀が
め

が
波
間
に
浮
か
び
、
そ
の
姿
は
空
を
背
景
に
し

て
黒
々
と
見
え
、
ま
た
大
魚
の
眼
の
光
は
波
を
射
る
よ

う
に
輝
い
て
、
あ
た
り
を
紅
の
色
に
染
め
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。

〈
解
説
〉

○�

「
鰲
」
は
「
ゴ
ウ
・
お
お
が
め
」
と
読
み
ま
す
。
今

回
初
め
て
こ
の
文
字
を
知
り
ま
し
た
。「
魚
」
の
つ

く
文
字
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
調
べ
て
み

る
と
面
白
い
で
す
ね
。

○�

行
書
で
は
右
払
い
を
止
め
る
形
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す

が
、
楷
書
の
よ
う
に
払
っ
て
も
一
番
最
後
の
箇
所
は

引
き
抜
か
ず
、
軽
く
止
め
ま
す
。

仰

伏

筆
写
体

止
め
る

1
3

2

1
2
3

1
2

3
5 6
7

4



基
礎
コ
ー
ス　
　

規
　
定
　
課
　
題
　
（
五
段
〜
初
段
＝
昇
段
課
題
）　
※
左
の
手
本
を
参
考
に
、
自
分
の
書
き
ぶ
り
で
書
き
な
さ
い
。

7

宮

田

須

美

子

書
　

　

（
デ
ス
ク
ペ
ン
）

〈解　説〉

〈
読
み
〉　�

瑞
泉
寺
境
内
は
名
高
い
花
の
名
所
で
、
梅
の
古
木
と

水
仙
を
中
心
に
し
た
回
遊
式
庭
園
は
、
四
季
折
々
の

花
が
咲
き
乱
れ
る
。

〈
出
典
〉　 

マ
ッ
プ
ル
ガ
イ
ド
『
鎌
倉
』
昭
文
社
よ
り

〈
解
説
〉　�

行
が
曲
が
ら
な
い
よ
う
中
心
を
通
し
、
漢
字
が
続

く
と
こ
ろ
は
、
字
間
に
も
注
意
し
て
ま
と
め
て
く

だ
さ
い
。

用
具　

�

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
、
ボ
ー
ル
ペ

ン
も
可　

イ
ン
ク
は
黒
色

用
紙　

�

ぺ
ん
の
力
用
紙
３
行
書
き

※ 

バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別
出
品
券
Ⓐ
の
２
枚
を
貼
っ
て
出

品
し
て
く
だ
さ
い
。

常
用
体

常
用
体

筆
写
体

筆
写
体

旧
字
体

園回四

所 高 乱

亂



1級からご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。 昇段試験出品要項をご覧ください。

基
礎

コ
ー

ス
　
　

規　
定　
課　
題

　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　　

※
下

の
手

本
を

参
考

に
、

自
分

の
書

き
ぶ

り
で

書
き

な
さ

い
。

１
級
=

昇
段

課
題

2級
〜

5級
＝

月
例

課
題

（
）

8

加
藤
玲
子
書
（
デ
ス
ク
ペ
ン
）

↑ここに貼る↑
月別・バーコード券

〈
読

み
〉　
人
は
土
壇
場
に
追
い
込
ま
れ
る
と
何
と
か
や
れ
る
も
の
だ
。〈

出
典

〉　
こ
と
わ
ざ
・
窮
す
れ
ば
通
ず

〈
解

説
〉　
�二
行
目
は
平
が
な
が
多
い
で
す
か
ら
、
一
行
目
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
ゆ
っ
た
り
と
書
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

　
　

用
具
　
�つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
も
可
　
イ
ン
ク
は
黒
色
　
　

用
紙
　
�ぺ
ん
の
力
用
紙
２
行
書
き

　
　

　
　

※
  バ

ー
コ

ー
ド

出
品

券
と

月
別

出
品

券
Ⓐ

の
２

枚
を

貼
っ

て
出

品
し

て
く

だ
さ

い
。

つ
な
ぐ

画
を
つ
な
ぐ

画
を
つ
な
ぐ

点
の
省
略

気
持
ち
つ
な
げ
て

は
な
す

方
向

ゆ
っ
た
り

軽
く
と
め
る

つ
ち
へ
ん

と
め
る



基
礎
コ
ー
ス　
　

規
　
定
　
課
　
題

（
6
級
〜
10
級
＝
月
例
課
題
）     

※
左
の
手
本
を
参
考
に
、
自
分
の
書
き
ぶ
り
で
書
き
な
さ
い
。

あ
ま
り
あ
け
な
い

9

〈
読
み
〉���

紫し
　
え
ん苑

良り
ょ
う夜や

椋む
く

鳥ど
り

蜻と
ん
ぼ蛉

ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ　

ほ
う
さ
く

〈
出
典
〉��『
最
新
俳
句
歳
時
記
』

〈
解
説
〉��

漢
字
は
分
間
や
線
の
方
向
、
長
短
に
留
意
し
て
ま
と
め
、
熟
語
を
意
識
し
て

字
間
に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
平
が
な
は
筆
脈
に
留
意
し
、
リ
ズ
ム
よ
く

運
筆
し
て
く
だ
さ
い
。

用
具

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
、

　
　
　

ボ
ー
ル
ペ
ン
も
可　

イ
ン
ク
は
黒
色

用
紙

ぺ
ん
の
力
用
紙
2
行
書
き

※
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別
出
品
券
Ⓐ
の
2
枚
を
貼
っ
て

出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

福

原

溪

春

書

（
つ
け
ペ
ン
）

〈解　説〉

三
角
に
結
ぶ

横
広
に

上
の
ほ
う
に

止
め
て
も
よ
い

倒
す

あける

立てる

三
角
に

仰
直

伏

1
23

4

5

6

縦
長



13

随
　
意
　
課
　
題

つ
け
ペ
ン

専
攻
コ
ー
ス
（
１
級
〜
10
級
）

基
礎
コ
ー
ス
（
全
員
）

　

堀

津

節

子

書

※�

左
の
手
本
を
参
考
に
、
自
分
の
書
き
ぶ
り
で
書
き
な
さ
い
。

　

用
紙
を
縦
に
し
て
縦
書
き
と
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

規
定
コ
ー
ス
の
段
級
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

記
入
の
な
い
も
の
は
段
級
不
明
と
な
り
ま
す
。

※�

バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別
出
品
券
Ⓒ
の
２
枚
を
貼
っ
て
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

用
具　

�

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ

ス
ク
ペ
ン
イ
ン
ク
は
黒
色　

ボ

ー
ル
ペ
ン
は
不
可

用
紙　

�

ぺ
ん
の
力
用
紙
Ａ
型

〈
読
み
〉

　

�

門も
ん

を
出い

づ

れ
ば
我
も
行ゆ

く

人ひ
と

秋
の
く
れ

〈
作
者
〉�

　

与
謝
蕪
村

　
（
一
七
一
六
〜
一
七
八
四
）

〈
大
意
〉

家
の
門
を
出
れ
ば
自
分
も
旅
人
の

一
人
で
、
秋
も
暮
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。

（
芭
蕉
『
此
道
や
行
人
な
し
に
秋
の

暮
』
参
考
）

〈
解
説
〉

下
方
の
余
白
が
多
い
の
で
文
字
を
大

き
め
に
し
て
ま
と
め
た
。



14

随
　

意
　

課
　

題

専攻コース（１級〜10級）・基礎コース（全員）

※�下の手本を参考に、自分の書きぶりで書きなさい。
小 島 鳳 洽 書

（毛筆タイプ）

筆 ペ ン

�

用
具　

�
筆
ペ
ン　

イ
ン
ク
は
黒
色

�

用
紙　

�

ぺ
ん
の
力
筆
ペ
ン
用
紙
、
ま
た
は
Ｂ
４
判
（
タ
テ
36
・
4
㎝
・
ヨ
コ
25
・
7
㎝
）

コ
ピ
ー
用
紙
を
縦
に
使
用
。

　
　
　

��

下
欄
の
不
二
教
室
名
・
段
級
・
氏
名
の
わ
く
は
、
Ａ
型
用
紙
の
も
の
を
貼
る
か
、

筆
ペ
ン
用
紙
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　
　
　

�（
作
品
に
は
不
二
教
室
名
・
段
級
・
氏
名
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）。

※�規定コースの段級を必ず記入してください。記入のないものは段級不明となります。
※�バーコード出品券と月別出品券Ⓓの２枚を貼って出品してください。

〈
解
説
〉�

●

あ
け
て
明
る
く

（場・物）

（家・象）
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↑
こ
こ
に
貼
る
↑

月
別
・
バ
ー
コ
ー
ド
券

随　
意　
課　
題

ボ
ー
ル
ペ
ン

専
攻
コ
ー
ス
（
１
級
〜
10級

）・
基
礎
コ
ー
ス
（
全
員
）

※
�下
の
手
本
を
参
考
に
、
自
分
の
書
き
ぶ
り
で
書
き
な
さ
い
。

※
�規
定
コ
ー
ス
の
段
級
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
記

入
の
な
い
も
の
は
段
級
不
明
と
な
り
ま
す
。

※
�バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別
出
品
券
Ⓔ
の
２
枚
を
貼
っ

て
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

小島鳳洽書（油性ボールペン）

〈読み〉新会長をご快諾頂きありがとうございます　人望の厚い阿多さんの新風が吹き込まれることを

願っております　ご多用の御身とは存じますが　何卒宜しくお願い申し上げます

〈解説〉

楷書での

右肩の点は

省略

用具　�ボールペン（油性・水性・

ゲルインクのどれでも可） 　

インクは黒色　　

用紙　ぺんの力用紙Ｃ型

1
2

3
4

新（別の書きぶり） 望（筆写体）
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盲従的学習のできない者には、後の大成は期し
難い。しかし、数年やっていると、必ず一つの
懐疑時代がやってくるものである。第一は、自
己の技量の不進歩からくる、自らの天分に対す
る懐疑である。第二は、師匠や手本、さらには
書法に対する懐疑である。

随　 意　 課　 題専攻コース（会友〜初段）

ボールペン（横書き）

筆ペン（掲示文）

つけペン（和歌）

〈
大
意
〉�

久
し
く
見
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
て
今
宵
空
を
見

上
げ
る
と
、
雲
も
な
く
、
美
し
く
輝
い
て
い
る
月
が
見

え
た
。

〈
作
者
〉
若
山
牧
水
（
一
八
八
五
〜
一
九
二
八
）

↑ここに貼る↑
月別・バーコード券

※�

規
定
コ
ー
ス
の
段
級
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

記
入
の
な
い
も
の
は
段
級
不
明
と
な
り
ま
す
。

※�

バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別
出
品
券
Ⓒ
〜
Ⓔ
の
２
枚
を
貼
っ
て
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
さ
し
く
も
見
ざ
り
し
如
き
お
も
ひ
し
て

け
ふ
あ
ふ
ぐ
月
の
澄す

め
る
色
か
も

不
二
教
室
名

段
氏
名
（楷）

級

� 『犀水書話』46ページより

3人乗り自転車を貸し出します
（幼児2人同乗自転車）

対��象� �令和4年9月1日現在で、1歳以上5歳未
満の幼児を2人以上養育している保護者

費��用� 無料（修理代・保険等は利用者負担）
種��類� ヤマハPAS�kiss・kiss�mini�un
台��数� ５台（応募多数の場合は抽選）
期��間� 10月下旬〜翌年10月上旬
締��切� ９月20日（火）
申込み� �清瀬市社会福祉協議会�

　　（電話�492-1234）
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†
†
†
† 

随
意
課
題
出
品
の
き
ま
り 

†
†
†
†
†
†
†

つ
け
ペ
ン
（
短　

歌
）

課
題　

�
右
ペ
ー
ジ
の
短
歌
を
、
自
分
の
書
き
ぶ
り
で
体
裁
よ
く
書
き

な
さ
い
。（
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
・
旧
か
な
づ
か

い
使
用
の
こ
と
）

用
具　

�

つ
け
ペ
ン
ま
た
は
万
年
筆　

デ
ス
ク
ペ
ン　

ボ
ー
ル
ペ
ン
は

不
可　

イ
ン
ク
は
黒
色

用
紙　

ぺ
ん
の
力
用
紙
Ａ
型
（
Ｂ
型
も
可
）
を
縦
に
使
用
す
る
。

ボ
ー
ル
ペ
ン
（
横
書
き
）

課
題　

�

右
ペ
ー
ジ
の
文
を
横
書
き
に
、
体
裁
よ
く
書
き
な
さ
い
。

（
書
体
自
由
）

用
具　

�

ボ
ー
ル
ペ
ン　

油
性
・
水
性
・
ゲ
ル
イ
ン
ク
の
ど
れ
で
も
可　

イ
ン
ク
は
黒
色

用
紙　

�

ぺ
ん
の
力
用
紙
Ａ
型
（
名
前
が
左
に
く
る
よ
う
に
横
に
し
て

書
く
。
不
二
教
室
名
、
段
、
氏
名
は
縦
書
き
に
す
る
。）
Ｂ

型
も
可
。

筆

ペ

ン
（
掲
示
文
）

課
題　

�

右
ペ
ー
ジ
の
掲
示
文
を
横
書
き
に
、
文
字
の
位
置
や
大
小
を

考
え
て
、
体
裁
よ
く
書
き
な
さ
い
。（
漢
字
の
書
体
は
楷
書

ま
た
は
行
書
）

用
具　

筆
ペ
ン　

イ
ン
ク
は
黒
色　

用
紙　

�

ぺ
ん
の
力
筆
ペ
ン
用
紙
、
ま
た
は
Ｂ
４
版
（
約
36
・
4
㎝
×

約
25
・
7
㎝
）
コ
ピ
ー
用
紙
を
縦
に
使
用
。
作
品
の
下
欄
に

は
、
不
二
教
室
名
・
段
・
氏
名
を
必
ず
明
記
す
る
こ
と
。

（
そ
の
わ
く
は
、
Ａ
型
用
紙
の
も
の
を
貼
る
こ
と
）

†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†

◆
十
月
号
課
題
予
告
◆

【
専
攻
コ
ー
ス
】

　

会
友
〜
六
段

　
　
『
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集�

巻
上
』
藤
原
行
成
筆
よ
り

　

五
段
〜
初
段

　
　

�

農
夫
の
家
に
一い
ち

夜や

を
か
り
て
、明あ
く

れ
ば
又
野の

中な
か

を
行ゆ
く

。
そ
こ
に
野の

飼が
ひ

の
馬
あ
り
。

草く
さ

刈か
る

お
の
こ
に
な
げ
き
よ
れ
ば
、
野や

夫ふ

と
い
へ
ど
も
、
さ
す
が
に
情な
さ
けし
ら
ぬ
に

は
非あ

ら

ず
。

　

１
級
〜
5
級

　
　

雨
や
み
て
と
み
に
秋
づ
け
り
村
ゆ
く
に
物
あ
ら
ふ
流な
が
れ澄す

み
透と
ほ

り
た
る

　

6
級
〜
10
級

　
　

郷
き
ょ
う
じ
ゅ
ふ
そ
う
の
そ
と

樹
扶
桑
外
　

主しゅ
じ
ん
こ
と
う
の
う
ち

人
孤
島
中

【
基
礎
コ
ー
ス
】

　

五
段
〜
初
段

　
　

��

来ら
い

迎こ
う

寺じ

の
如
意
輪
観
音
は
、
鎌
倉
の
仏
像
独
特
の
紋
様
で
あ
る
、
着
色
し
た

粘
土
を
は
り
つ
け
た
土
紋
装
飾
が
特
徴
で
あ
る
。

　

１
級
〜
5
級

　
　

物
事
の
ち
ょ
っ
と
し
た
前
兆
に
よ
っ
て
、
大
勢
を
予
知
す
る
。

　

6
級
〜
10
級

　
　

晩
秋　

銀
杏　

舞
茸　

木
犀　

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム　

い
ち
じ
く

※
課
題
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。




